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私がＥメールを使い始めたのは大学生の頃だった。それ
まで友人との連絡には電話やＳＭＳを使っていたのだが、イタリアに留学する直前になって、海外からでも連絡がとれるようフリーメールのアカウントを作った方がよ と同級生に薦められたのだ。初めてイタリアから日本にＥメールを送ったときは、 「遠い外国 いる人にこんなに簡単に一瞬でメッセージが送れるのか！」と軽い衝撃 受け のを覚えている。何かの魔法を見てい ような、そして頭のなかの時間や空間がねじれるような不思議な感覚だ た。その数年後にインターネットで外国 ラジオ放送を初め聴いたときや、外国の友人と初 てビデオ通話で話したときも、似たような衝撃と不思議な感覚を味わった。しかし、こうしたツールはその後すぐに私の日常生活のなかに溶け込んでいき 当 り前 存在になっていった。
幼い頃からインターネットが日常生活のなかにある環境
で育った今の大学生は、こうした感覚を理解しにくいかもしれないが、最近の人工知能やＩｏＴ、バーチャル・リアリティーなどのテクノロジーの発展に衝撃を受けることはあるのでは だろうか。こうしたテクノロジー めぐっては、現在、盛んに議論が行われているが、そこには論理だけでなく、期待や高揚感、不安や違和感などさまざまな感情もうずまいている。テクノロジーが自分や他人の身体に引きおこす感覚や感情に向きあうにあたっ は、異なる時代や地域の人々とテクノロジーと 関係を知ることも助けになるかもしれない。
一九世紀後半から二〇世紀初頭にかけての時代には、テ
クノロジーが急速に発達し、電灯や電話、無線通信、蓄音機、自動車、飛行機、映画などの新たなテクノロジー 多くの地域で人々の生活を大 く変えた。当時の人々は、こうしたテクノロジーの登場に衝撃を受け さまざま 感覚
や感情を抱いただろう。
二〇世紀初頭のイタリアでは、新たなテクノロジーの登
場による生活や知覚の変化に衝撃を受けた芸術家たちが、未来派の運動を生んだ。マリネッティをはじめとする未来派の芸術家たちは、テクノロジーを讃え、それらを芸術作品の題材としただけではなく、新たな世界の感覚を表現るための方法を模索した。彼らはとりわけ新たなテクノロジーによってもたらされた身体の感 を敏感 とらえ、文学・絵画・音楽・建築・写真・舞台芸術・ファッションなどさまざまな領域でそれ 表現 ようとした 未来派の極端な機械賛美や戦争賛美、ファシズムへの接近は批判されるべきものだが、テクノロジーによってもたらされる感覚やそこから生まれる感情を鋭くとらえ鮮やかに表現いう点においては、現代を生きる私たちにとって、とりわけ興味深い芸術運動であ ように思われる。
もちろん当時のイタリアには、テクノロジーのもたらす
変化に未来派とは異なるかたちで敏感 反応し 芸術家もいた。たとえば、シチリア出身 作家ルイジ・ピランデッロは、未来派とは対照的 、新たなテクノロジーに対して懐疑的であり、機械化の危険性を鋭く感知してい 。ンデッ の小説『撮影技師セラフィーノ・グッビオの手記』では、主人公が自分は「撮影機のハンドルを回しつづける
手」でしかないのだと語る。機械と身体がつな ことに対して、未来派のマリネッティは人間の力が限りなく増幅されていくように感じていたのに対し、ピランデッロは、そうした感覚を理解しつつも、身体が自律性を失い機械侵食されていくように感じていたのではないだろうか。
自動車や映画などのテクノロジーが当時の人々に与えた
強い衝撃や高揚感や不安感は、現代の人間にとって遠いものではあるが、いま新たなテクノロジーに対してうずまいている感覚や感情と重ねあわせてみると、より身近に感じられる。また、二〇世紀初頭の芸術家たちに て学び、その作品に触れると、当時の芸術家たちの感覚や感情が伝わってきて、当たり前の存在だったテクノロジーが新鮮に見えてきたり、身 わりのテクノロジーと自分自身の身体や感情との関係にも意識が向いていくように思われ 。
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